

























































【方法】平成 22 年 11 月からの 15 ヶ月間においてトラマールの
服用を開始し、強オピオイドへ変更となった入院患者 28 名を対









は28名中 26 名 （約 93％） 存在した。ただし、そのうちオキシコ
ドン製剤へ変更された 13 名中 2 名の患者に対しては、適正な換
算より約 54％ 増量あるいは 75％ 減量された投与量で薬剤が使
用されていた。
【考察】増減が行われた患者に関しては、全ての患者に対して添





























































シリン耐性黄色ブドウ球菌（methicillin resistant Staphylococcus 
aureus，MRSA）感染症に対する治療薬として使用されている
が、薬物動態が患者の腎機能の影響を受け、血中濃度が効果発現
と副作用の指標となることから適正使用には薬物治療モニタリン
グ（TDM）を実施することが望ましい。当院では抗MRSA薬の
TDMは依頼のあった患者に対してのみ実施しており、全投与患
者への介入はできていなかった。2011年8月より抗菌薬の適正使
用に向けた取り組みの一環として、VCM・TEICの投与患者につ
いて血中濃度測定確認とTDM解析を実施し、これらの適正使用
を推進することとした。
【方法】TDM解析による用法用量の変更推奨症例数と変更実施状
況、また解析開始前後6か月間にVCM、TEICを使用した患者を
対象として、薬剤使用期間、血中濃度測定率ならびに最少発育阻
止濃度（minimal inhibitory concentration、MIC）の変化につい
て調査し、この介入による効果を検討した。
【結果】TDM解析において、血中濃度の測定指示がなかった症例
は163例中67例（41%）あり、そのうち測定依頼をして実施された
症例は38例(57%)であった。TDMを行った結果、用法用量の変更
を推奨した症例は56例(34%)であり、そのうち処方変更が行われ
た症例は46例(82%)であった。解析開始前後においてVCMの血中
濃度測定率は71%から85.8%へと上昇した。
【考察】薬剤部でのTDM解析において約1/3の症例で処方変更を
依頼し、その8割以上の症例で提案通りに処方変更が行われたこ
とから、抗MRSA薬の適正使用に貢献することができたと考え
る。MICは今回の調査期間では変化が認められず、今後も観察を
継続していくことが大切であると考える。
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